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2022年度 環境経営レポート

　　（2022年 8月1日～2023年 7月31日）

　　　　　　　　認証番号０００４３４７

　西国自動車株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2007年度 環境活動レポート

（臨時号）



　　一、お客様に安心と安全を提供し常に頼られる存在であり続けます。

　　一、法律を遵守し、プロとして責任ある行動をします。

　　一、環境に配慮し、無駄のない経営を目指します。

　　一、良き企業市民として、地域社会の発展に貢献します。

　　一、一人ひとりの人権を尊重しあい、互いの研鑽の努力を致します。

　　一、SDGｓ（持続可能な開発目標）に取り組み、貢献します。

西国自動車株式会社

＜企業理念＞

　西国自動車株式会社は、創業以来推進している６Ｓ(整理、整頓、清潔、清掃、躾,習慣)
　運動を継続し、次の基本理念を掲げています。

＜環境経営方針＞

 １．二酸化炭素排出量の削減に取り組みます。

 ２．廃棄物排出量の削減に取り組みます。

 ３．水使用量の削減に取り組みます。

 ４．化学物質の適正な管理に取り組みます。

 ８．環境経営の継続的改善を図ります。

 ５．環境配慮製品の企画に取り組みます。

 ６．環境経営方針は、全従業員に周知します。

 ７．環境関連法規などを順守します。

改定日：２０２1年8月1日
代表取締役社長

小山　宏治



         西国自動車株式会社

   （１）事業所名及び代表者名

         代表取締役社長　小山　宏治

   （２）所在地

        本社・整備工場      大阪府箕面市小野原東１丁目1番４１号

        鈑金・塗装工場      大阪府箕面市今宮１丁目７番２２号

   （３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

        環境管理責任者　小山　宏　 　TEL：０７２－７２９－８２２４

        担当者　　　　　　  小堀　美治　TEL：０７２－７２９－８２２４

   （４）事業内容

        軽自動車・普通自動車・大型バス・トラックの販売・整備及び鈑金・塗装

   （５）事業の規模

        売上高      4６，5００万円（2022年8月～2023年7月）

        従業員      ２８名

        延床面積      本社・整備工場　１３９４㎡　鈑金・塗装工場　９９０㎡　　　　

   （６）事業年度　8月～7月

   ■全組織・全活動を対象範囲とする。

   （１）登録組織名   

　　　　西国自動車株式会社

　 （２）対象事業所
　　　　本社・整備工場 、鈑金・塗装工場

　 （３）事業活動

　　　　軽自動車・普通自動車・大型バス・トラックの販売・整備及び鈑金・塗装

取組の対象組織・活動

　□ 登録事業所の概要

 □ 認証・登録の対象組織・活動



作成日
改訂日

   役割・責任・権限
・環境経営に関する統括責任。

　技能、技術者を準備。
・環境管理責任者を任命。
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知。
・環境経営目標・環境経営活動計画書を承認。
・代表者による全体の評価と見直し指示を実施。
・環境経営活動レポートの承認。
・経営における課題とチャンスの作成と定期的に見直し。

・環境経営システムの構築、実施、管理。
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認。
・環境経営目標・環境経営活動計画書を確認。
・環境活動の取組結果を代表者へ報告。
・環境経営活動レポートの確認。
・従業員に対する教育訓練の実施。
・特定された項目の手順書作成及び運用管理。
・特定された緊急事態への対応のための手順書作成。
　テスト、訓練を実施、、記録の作成。

・環境管理責任者の補佐、EA21推進の事務局。

・環境経営目標、環境経営活動計画書原案の作成。
・環境活動の実績集計。
・環境関連法規等取りまとめ表の作成。
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施。

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口。

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施。

代表者

環境管理責任者 環境事務局

業務部門 工場部門 営業部門

全従業員

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施。

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

2008/10/1

2022/8/1

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告。

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、
代表者（社長）

部門長

環境管理責任者

西国自動車株式会社　　環境経営システム組織図

4名 2２名 ２名

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加。

環境事務局

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚。



本社・整備工
場

鈑金・塗装工場 計

単位 kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2 Kg Kg ㎥ 台

2018年度 49,326 7,563 56,889 1,621 42,661 1,059 12

2019年度 46,616 7,146 53,762 1,572 44,575 1,121 23

2020年度 44,440 7,065 51,505 1,572 38,042 1,040 26

2021年度 44,060 10,103 54,163 1,621 36,896 993 41

2022年度 42,350 7,434 49,784 1,618 36,929 836 39

産業廃棄
物排出量

水使用量
環境に配

慮した車種
販売

　□ 主な環境負荷の実績

項　目

二酸化炭素総排出量
（エネルギー総量） 一般廃棄

物排出量
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2018年度 1,621 42,661

2019年度 1,572 44,575

2020年度 1,572 38,042

2021年度 1,621 36,896

2022年度 1,518 36,929

項　目 排水量

単位 ㎥

2018年度 1,059

2019年度 1,112

2020年度 1,040

2021年度 993

2022年度 836

項　目

2018年度 12

2019年度 23

2020年度 26

2021年度

2022年度

41

39

産業廃棄
物排出量

一般廃棄
物排出量項目

環境に配慮した車種販売
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年度 2023年度 2024年度 2025年度

　　項　　目 （目標） （実績） （目標） （目標） （目標）

売上高（A）
（百万円） 466 ー 465 ー ー ー

本社・整備工場
電力使用量 56,118 54,434 54,892 53,873 51,713 52,751

鈑金・塗装工場
電力使用量 21,731 21,079 22,259 20,862 20,025 20,427

電力使用量（B）
（kWh） 77,849 75,514 77,151 74,735 73,957 73,178

CO₂排出量（㎏
－CO₂） 26,002 25,222 25,768 24,962 24,701 24,441

原 単 位 （ B/A ）
（kWh/百万円） 167 162 166 160 159 157

削減率 基準年度比 97% 99% 96% 95% 94%

ガソリン使用量
（C）（Ｌ） 8,334 8,084 7,379 8,001 7,917 7,834

CO₂排出量（㎏
－CO₂） 19,349 18,755 17,119 18,561 18,368 18,175

原 単 位 （ C/A ）
（Ｌ/百万円） 17.9 17.3 15.9 17.2 17.0 16.8

削減率 基準年度比 97% 89% 96% 95% 94%

灯油使用量（D）
（Ｌ） 2,062 2,000 1,733 1,980 1,959 1,880

CO₂排出量
（㎏－CO₂）

5,139 4,980 4,315 4,929 4,878 4,682

原 単 位 （ D/A ）
（Ｌ/百万円） 4.4 4.3 3.7 4.2 4.2 4.2

削減率 基準年度比 97% 84% 96% 95% 94%

産業廃棄物排
出量（E）（㎏） 41,759 40,506 36,929 40,089 39,671 39,253

原 単 位 （ E/A ）
（kg/百万円） 89 86 79 85 85 84

削減率 基準年度比 97% 89% 96% 95% 94%

本社・整備工場 828 803 686 795 787 778

鈑金・塗装工場 246 239 150 236 234 231

合計　㎥ 1,074 1,042 836 1,031 1,020 1,010

削減率 基準年度比 97% 78% 96% 95% 94%

台 20 25 39 26 27 28

向上率 基準年度比 125% 195% 130% 135% 140%

CO₂排出量（F）
（㎏－CO₂）

53,143 51,549 49,784 51,017 50,486 49,954

原単位（F/A）
（kg/百万円） 114 111 107 109 108 107

削減率 基準年度比 97% 94% 96% 95% 94%

・一般廃棄物は、焼却炉（ダイオキシン類対策特別措置法対象外）で燃やすため対象外。

・購入電力の排出係数：0.334kg-CO₂/kWh（関西電力2018年度調整後排出係数を採用）

環境に配慮した車種
販売

2022年度

・環境経営目標は、CO₂排出量の大きいガソリンと灯油を対象。（ガソリン；2.32㎏ーCO₂/L、灯油：2.49㎏ーCO₂/L採用）

毎月月初めに塗料用ペンキ類の管理状況をチェックした結果適正に管理出来ていた。

* 上記以外に軽油2521kg-CO2、液化石油ガス61kg-CO2があります。

CO2排出量の削減

化学物質の適正管理

電力使用量の二酸化炭素
排出量削減

灯油使用量の二酸化炭素
排出量削減

産業廃棄物排出量の削減

水使用量の削減

　□ 環境経営目標及びその実績
　　■ 本社・整備工場 削減率＝（実績÷基準）×100％　向上率＝（実績÷基準）×100％

ガソリン使用量の二酸化
炭素排出量削減

（2018年度～
2020年度）

3年間の平均
（基準）



基準年度 167 kWh/百万円 未達成 達成率 98%

目標 162 97%

実績 166 99%

基準年度 17.9 L/百万円 達成 達成率 109%

目標 17.3 97%

実績 15.9 89%

基準年度 4.4 L/百万円 達成 達成率 116%

目標 4.3 97%

実績 3.7 84%

基準年度 89 kg/百万円 達成 達成率 109%

目標 86 97%

実績 79 89%

基準年度 1,074 ㎥ 達成 達成率 125%

・レバー栓の取り付け 目標 1,042 97%

・配管の漏水防止 実績 836 78%

・洗車、工場清掃時の節水

基準年度 20 台 達成 達成率 156%

目標 25

実績 39 195%

基準年度 114 kg/百万円 達成 達成率 104%

目標 111 97%

実績 107 94%

　　　■本社・整備工場
達成率＝（目標÷実績）×100％

　□ 環境経営活動の取り組み計画と評価

取り組み計画

1ヶ年の活動結果は、目標25台に
対し39台と達成した。
次年度も営業活動を積極的に行
う。

1ヶ年の活動結果は、目標に対し
104％と達成した。二酸化炭素の排
出を抑える意識を向上させる。次年
度も意識向上を図って取り組む。

灯油使用量の削減

水使用量の削減　鈑金・塗装工場含む

電力使用量の削減　鈑金・塗装工場含む

・空気圧縮機の空運転防止

評　価（結果と今後の方向）

1ヶ年の活動結果は、目標に対し
98%と未達成。節電意識は浸透して
いる。次年度も不要時の消灯及び
ブラインドの管理を徹底して取り組
む。

1ヶ年の活動結果は、目標に対し
109％と達成した。安全運転の徹底
やエコタイヤの装着推進などで達
成した。
次年度も安全運転を徹底して取り
組む。

1ヶ年の活動結果は、目標に対し
109％と達成した。
次年度も分別の徹底、ペーパーレ
スに向けて努力する。

1ヶ年の活動結果は、目標に対し
125％と達成した。次年度も節水意
識を定着させていく。

・焼却炉の空気比を調整

・配管の断熱補強

産業廃棄物排出量の削減
・分別の徹底　・刷り直し不良撲滅

・リサイクル先の開拓

・作業指示ミスの撲滅　・裏紙使用

CO2排出量の削減

化学物質の適正管理（塗装用ペンキ類）

・二酸化炭素の排出量を抑える

環境に配慮した車種販売

・エコ車の販売

・イベント、展示会の開催

・エコ整備の推進

1ヶ年の活動結果は、目標に対し
116％と達成した。
次年度も、焼却炉の効率化を徹底
して取り組む。

・不要時の消灯の徹底

・ブラインドの管理

・空調温度の適正化（冷房２８℃、暖房２０℃）

・カーエアコンの設定温度を抑える

・退社時、機械及び機器の電源OFFの確認

ガソリン使用量の削減

・安全運転の徹底

・アイドリングストップの徹底

適正に管理出来ていた。次年度も継続実施する。

達成状況（削減率）



□ 環境関連法規制等の順守状況

遵守確認

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守確認日：２０２３年８月１日　環境管理責任者　小山宏

□ 代表者による全体評価と見直し・指示

 実施日：２０２３年８月３０日　代表取締役社長　小山宏治　

  ①水銀灯をエコセラⅡ(ＧＳ　ＹＵＡＳＡ製)に交換  ②充電器の無料利用

　③エコタイヤ装着の推進
　④エンジン添加剤注入の推進
  ⑤事務室内の省エネルギー型照明器具の導入
  ⑥大型車両の昇降装置（ツインリスト）の増設

環境経営目標

環境経営計画

  １ヶ年間取組んだ結果、新型コロナ感染予防の自粛の影響で業務に支障をきたしたが、本来業務の１っであ
る環境に配慮した車種販売は、目標を達成した。
 一方、CO₂排出量（灯油使用量、ガソリン使用量等）の削減は安全運転の徹底やエコタイヤの装着により効果
をあげている。また電力使用量の削減は気候変動の影響で達成出来なかった。
エコアクション21の活動も１5年目に入り環境活動への取り組みは、組織全体に浸透してきた。
 さらに定着化を図るため朝礼等で目標の達成状況を説明すると共に、各人の役割の再認識を図る。

指定再資源化製品や指定再利用促進製品に関し、
Reduce、Reuse、Recycleに協力する

空気圧縮機（7.5kW）の特定施設の届出、規制基準

項目

環境経営方針

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
産業廃棄物収集、処理業者との契約、許可書（写）保管、
保管基準、マニフェストの管理

家電リサイクル法

資源有効利用促進法

騒音規制法、振動規制法

フロン排出抑制法
フロン回収業者へ引き渡し（依頼書・引取証明書）
業務用空調機簡易点検、記録保存

適用される法規制

廃棄物処理法

廃棄時小売店か運搬業者に「家電リサイクル券」と収集運
搬料金を払って引き渡す

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

その他の要素

必要に応じて変更指示

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

見直しの必要性（要、否）

否

否

否

否

否

実施体制

自動車リサイクル法 引き取り業者登録等

＊焼却炉は、ダイオキシン類対策特別措置法対象外：燃焼能力４９㎏/火床面積0.４９㎡で該当せず。
環境関連法規制等の順守状況の評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。
また、過去３年間にわたって違反や訴訟もありませんでした。


